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京都大学構内には多くの遺跡が分布してし、る。吉田キャンパスの大部分や附属研究施設

のいくつかは，すでに周知の遺跡として登録されており，その重要性は当センターによる

発掘調査の成果によっても，広くかっ深く認識されるようになっている。そして周知の遺

跡はもとよりのこと，その他の構内敷地においても，考古学や歴史学および関連諸科学の

発展に大きく寄与する発掘調査の成果がつぎつぎと積み重ねられてきた。当センターは京

都大学敷地内の埋蔵文化財にかんする調査と研究および保存と活用を進捗することを業務

とするが，現実に実施されてし、る調査のほとんどは，建物新営にともなう事前調査にとど

まる。計画的な主体的な遺跡の調主研究と保存活用の本来のあり方とは，まだまだ道遠し

といわなければならない。しかしそのような制約のなかにあっても，遺跡・遺物の調査と

研究は年を追って前進し，その保存と活用にかんする方途も次第に具体化しつつある。そ

して，そのみのりは，本年報にも反映されている。

本年報は昭和57 年度における構内遺跡の調査報告を第 I部としそれらの遺跡や遺物に

関係する研究成果を集約したセンタ一紀要を第E 部とする。たんなる調査報告のみでな

く，その保存と活用のあり方にも言及し，かつあらたな研究成果がまとめられているのも

注目さるべき点であろう。

今回もまた学内，学外の多くの方々から御指導，御協力，御助言をいただいた。とくに

教養部構内A P22 区における党鐘鋳造遺構の調査および保存については，本学施設部・学

生部のほか京都市埋蔵文化財調査センター，京都府埋煎文化財命調査研究センター，奈良国

立文化財：研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部の御助言をいただき，和歌山県瀬戸遺跡の調査と

石敷製塩炉の移築にかんしては，本学理学部瀬戸臨海実験所の所長原田英司教民をはじめ

とする方々，和歌山県教育委員会，白浜町教育委員会のお世話になった。京都府中海道遺

跡の調査においては向日市教育委員会の御協力をいただし、た。ここに御礼申しあげるとと

もに，今後も学内・学外の方々の御指導，御協力をお願いする次第である。

昭和59 年 2 月

京都大学埋蔵文化財研究センター長

上 回 正 昭



例両

1 本年報は，京都大学構内で昭和57 年 4 月から同58 年 3 月末日までに発掘，整理作業を

終了した埋蔵文化財調査と保存の報告，および京都大学埋蔵文化財研究センターにお

ける研究成果をまとめたものである O

2 国土座標にしたがって一辺 50 mの方形の地区割をして，遺跡の位置を表示した。

3 層位と遺構の位置については，国土座標第 6座標系（x = -108, 000 y = -20, 000 ）が

ex =2, ooo v =2, ooo ）となる京都大学構内座標によって表示した。

4 遺構の略号は，奈良国立文化財研究所の方式にしたがって，井戸： S E ，道路： S F 

のように表示し，各調査ごとに通し番号を lから付した。

5 遺物には，遺跡の調査名を示すローマ数字と，調査ごとの通し番号を lから付した。

この遺物番号は，本文，実測図，写真を通して表示を統ーした。

l ：京都大学教養部構内A P22 区の発掘調査

E：京都大学病院西構内A Fl5 区の発掘調査

直：京都大学北部構内 B F33 区の発掘調査

N：和歌山県瀬戸遺跡の第4 ・5次発掘調査

（例 I I：京都大学教養部構内A P22 区出土遺物 l番）

6 原則として，遺物の実測図は縮尺 1/4 ，遺物の写真は約 1/2 に統ーした。他の縮尺

のものは，それぞれに縮尺を明記した。

7 注は，各章ごとにまとめて章末に記載した。また，第 I部の参考文献は，本文末に，

E著者名 発表年］の形式で、表わL ，第 I部の末に一括した。第E部については，各章

末の注に一括して記載した。

8 遺構・遺物の実視！と製図は，泉拓良，清水芳裕，五十川仲矢，浜崎一志，飛野博文，

津隈久美子，川島はる代，家根祥多，花谷治，増井正哉，栄一郎，玉田芳英，古賀秀策

がおこなった。遺物の撮影は，泉拓良，菊原淳が担当した0

9 本文は，川上貢，泉拓良，清水芳裕，五十川伸矢，浜崎一志，飛野博文，花谷浩が各

章を分担執筆した。執筆者名は，各章の初めに記した。

10 編集は，上田正昭の指導のもとに浜崎一志がおこなし、泉拓良，清水芳裕，五十川仲矢，

三宅由美が協力した。
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